
留
学
生
の
闘
病
を
伝
え
た
中
国
語
新
聞
の

報
道
に
日
本
人
も
援
助
に
加
わ
っ
た

「
が
ん
ば
れ
、
娘
よ
、
が
ん
ば
れ
」

父
親
、
懸
命
の
呼
び
か
け

京
都
大
学
博
士
後
期
課
程
留
学
生

脳
内
出
血
　
２
週
間
に
わ
た
る
昏

睡
　
会
話
不
能

『
関
西
華
文
時
報
』（
２
０
０
９
年
７
月

15
日
付
）
中
国
語
欄
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
の

見
出
し
で
あ
る（
次
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）。

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
全
32
ペ
ー
ジ
の
同
紙

は
、
中
国
語
欄
の
第
１
面
全
部
と
第
27

面
の
半
ペ
ー
ジ
近
く
を
つ
い
や
し
て
、

28
歳
の
中
国
人
留
学
生
の
急
病
、
緊
急

手
術
、
そ
し
て
京
都
に
来
て
そ
れ
を
支

え
る
中
国
人
両
親
の
辛
苦
を
報
じ
、
併

せ
て
彼
ら
へ
の
支
援
を
訴
え
て
い
る
。

在
日
中
国
人
に
と
っ
て
は
他
人
事
で
は

な
い
、
胸
の
痛
む
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
が
中
国
語
欄
だ
け
に
掲
載
さ
れ

て
い
れ
ば
、
こ
の
新
聞
は
在
日
中
国
人

社
会
の
内
部
の
み
に
影
響
を
与
え
る

「
集
団
内
的
機
能
」
し
か
果
た
し
え
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
さ
ら

に
同
紙
は
日
本
語
欄
も
併
設
し
て
お

り
、
上
記
の
特
報
は
、
右
開
き
で
始
ま

る
日
本
語
欄
の
３
ペ
ー
ジ
目
（
左
開
き

で
い
え
ば
第
30
面
）
に
も
半
ペ
ー
ジ
を

使
っ
て
詳
細
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

目
を
引
く
の
は
「
編
集
部
よ
り
」
と

し
て
、
京
都
に
滞
在
し
て
看
病
中
の
両

親
へ
の
支
援
を
読
者
に
呼
び
か
け
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
報
じ
た
記
者
の

目
か
ら
は
、
冷
蔵
庫
や
自
転
車
な
ど
家

財
や
日
用
品
が
す
ぐ
に
で
も
必
要
で
あ

る
よ
う
に
見
え
た
と
い
う
。
中
国
人
留

学
生
仲
間
に
加
え
、〝
日
本
人
〞の
な
か

の
心
あ
る
読
者
は
日
本
語
欄
の
こ
の
記

事
に
接
し
て
は
じ
め
て
詳
細
を
把
握

し
、
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
た
人
も
い

る
と
聞
く
。
そ
の
後
こ
の
院
生
は
会
話

が
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
た
が
、
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
が
「
集
団
間
的
機

能
」
を
果
た
し
た
見
事
な
例
で
あ
る
。

い
ま
日
本
に
は
約
２
２
２
万
人
の
外

国
籍
の
人
が
住
ん
で
い
る
（
法
務
省
２

０
０
８
年
末
統
計
、
外
国
人
数
に
つ
い
て

は
以
下
同
様
）。
こ
の
と
こ
ろ
の
不
況
で

多
少
鈍
っ
た
と
は
い
え
、
相
変
わ
ら
ず

増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た〝
外
国

人
〞
の
日
々
の
情
報
欲
求
に
応
え
る

「
適
応
援
助
機
関
」
の
一
つ
が
、
外
国

語
メ
デ
ィ
ア
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
外

国
人
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
み
れ
ば
「
同
胞
メ

デ
ィ
ア
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
内
容
は
、
総
合
編
集
の
新
聞
の

場
合
、
新
来
外
国
人
の
生
活
に
す
ぐ
役

立
つ
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
方
法
や
日
常
の

こ
ま
ご
ま
と
し
た
ル
ー
ル
な
ど
か
ら
な

る
生
活
情
報
面
、
芸
能
や
ス
ポ
ー
ツ
記

事
か
ら
な
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

面
、
祖
国
つ
ま
り
出
自
国
や
日
本
の
文

化
や
芸
術
な
ど
を
紹
介
し
た
り
解
説
す

る
教
養
面
、
主
と
し
て
同
胞
集
団
内
外

の
慶
事
や
事
件
・
事
故
な
ど
か
ら
な
る

社
会
面
、
内
外
の
政
治
や
経
済
の
動
き

や
そ
の
背
景
を
説
く
政
治
・
経
済
面
な
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白
水

し
ら
み
ず

繁
彦

し
げ
ひ
こ

駒
澤
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部
教
授

在
日
エ
ス
ニ
ッ
ク・
メ
デ
ィ
ア
が

同
胞
社
会
と
地
域
社
会
を
結
ぶ

しらみずしげひこ●社会学博士（立教
大学）。エスニック・コミュニティや
ローカル・コミュニティの文化変容を
研究。著書に『エスニック・メディア』
『エスニック・メディア研究』『移動す
る人びと、変容する文化』などがある

ポルトガル語、中国語（簡体字、繁体字）、タイ語、韓国語等で書
かれた在日エスニック・メディア。日本語が併記されたものもある



ど
お
よ
そ
一
般
の
大
小
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
伝
え
る
内
容
は
包
含
し
て
い
る
。

日
本
の
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
と
の
大
き

な
違
い
は
、
第
一
に
、
日
本
人
に
は
当

た
り
ま
え
す
ぎ
て
一
般
の
メ
デ
ィ
ア
が

取
り
上
げ
な
い
よ
う
な
生
活
情
報
や
日

常
の
ル
ー
ル
が
再
三
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
。
第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
同
胞
社

会
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
）
の
祖
国
つ
ま

り
「
出
自
国
」
の
情
報
の
占
め
る
割
合

が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
な
か
に
は
出

自
国
の
新
聞
な
ど
の
サ
イ
ト
か
ら
引
き

写
し
た
記
事
で
紙
面
の
多
く
を
埋
め
て

い
る
メ
デ
ィ
ア
も
あ
る
。
む
ろ
ん
、
先

述
し
た
『
関
西
華
文
時
報
』
を
は
じ
め

と
し
て
、
日
本
国
内
の
同
胞
社
会
の
出

来
事
を
独
自
の
取
材
で
報
じ
よ
う
と
努

め
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
も
少
な
く
な
い
。

日
本
に
は
実
に
多
数
で
多
様
な
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
が
存
在
す
る
の
だ

が
、
多
数
派
で
あ
る
日
本
人
の
目
に
触

れ
る
こ
と
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
ま
ず
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
を

概
観
し
、
次
い
で
今
日
的
な
課
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

印
刷
媒
体
は
総
計
約
２
０
０
タ
イ
ト
ル
、

15
言
語
以
上
で
発
行
さ
れ
て
い
る

在
日
外
国
人
向
け
メ
デ
ィ
ア
の
始
ま

り
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
英

語
・
仏
語
・
中
国
語
な
ど
の
新
聞
・
雑

誌
の
発
行
だ
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
を
在

日
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
第
一
期

と
す
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
前
後
に
創
刊

さ
れ
た
中
国
人
向
け
や
コ
リ
ア
ン
向
け

メ
デ
ィ
ア
が
在
日
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ

ィ
ア
の
第
二
期
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
読
者
は
高
齢
化
し
て
お

り
、
今
日
で
は
そ
の
子
や
孫
の
世
代
が

主
た
る
読
者
に
な
っ
て
い
る
。
二
世
以

降
の
世
代
に
向
け
て
は

日
本
語
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
朝
鮮
新

報
社
が
出
し
て
い
る

『
月
刊
イ
オ
』
な
ど
が
そ

の
典
型
で
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
後
半

か
ら
の
第
三
期
に
は
、

そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ

ア
が
登
場
す
る
。「
新
来

外
国
人
メ
デ
ィ
ア
」（
ニ

ュ
ー
カ
マ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
）

で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
メ
デ
ィ

ア
の
特
徴
は
タ
イ
ト
ル

数
の
多
さ
、
使
用
言
語

の
多
彩
さ
で
あ
る
。
90
年
代
初
頭
の

「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ワ
ー
」
を
増
加
の
ピ
ー
ク
と
し
て
、

そ
の
後
も
増
え
続
け
、
今
日
、
印
刷
媒

体
だ
け
で
も
２
０
０
タ
イ
ト
ル
近
く
が

15
言
語
以
上
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
最

近
で
は
衛
星
放
送
の
テ
レ
ビ
に
加
え
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
が
急

激
に
増
加
し
て
い
る
。

印
刷
メ
デ
ィ
ア
で
は
中
国
語
、
コ
リ

ア
語
（
韓
国
・
朝
鮮
語
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
三
者
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇
る

（
次
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
参
照
）。

発
行
部
数
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
中
国

人
向
け
の
新
聞
・
雑
誌
に
公
称
５
万
部

以
上
と
い
う
の
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、

多
く
は
１
万
部
以
下
で
あ
る
。
最
近
は

広
告
収
入
の
み
に
頼
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
が
増
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
記
事

に
魅
力
が
な
け
れ
ば
淘と

う

汰た

さ
れ
る
運
命

に
あ
り
、
入
れ
替
わ
り
が
極
め
て
激
し

い
業
界
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
10
年
以

上
も
続
け
て
い
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ

ィ
ア
の
経
営
者
の
苦
労
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
発
行
頻
度

は
、
メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
に
週
刊
が
い
く

つ
か
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
月
２
回
刊

か
月
刊
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
配
付
方
法（
わ
れ
わ

れ
か
ら
み
れ
ば
入
手
方
法
）
で
あ
る
。
メ

ジ
ャ
ー
な
も
の
は
大
型
書
店
の
外
国
書

コ
ー
ナ
ー
や
外
国
人
の
多
い
駅
の
新
聞

ス
タ
ン
ド
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
多
く
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
レ
ス
ト
ラ

ン
や
食
料
品
・
雑
貨
店
な
ど
の
「
エ
ス

ニ
ッ
ク
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
店
頭
に
置
か

れ
て
い
る
。
有
料
の
場
合
は
１
部
３
０

０
円
前
後
（
た
だ
し
、
実
際
は
無
料
の
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場
合
も
あ
る
か
ら
店
で
尋
ね
る
と
よ
い
）。

確
実
に
手
に
入
れ
る
に
は
郵
送
し
て
も

ら
う
。
週
刊
新
聞
で
１
年
分
１
万
円
か

ら
１
万
５
０
０
０
円
、
月
２
回
刊
の
新

聞
で
１
年
分
５
０
０
０
円
前
後
と
い
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。

出
自
国
に
い
る
か
の
よ
う
な
気
分
で

テ
レ
ビ
視
聴
を
楽
し
む

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
と
い
え
ば
永

ら
く
新
聞
・
雑
誌
が
主
流
だ
っ
た
が
、
90

年
代
半
ば
以
降
主
要
な
座
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
が
、
衛
星
放
送
の
テ
レ

ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
テ
レ
ビ

は
２
０
０
６
年
の
時
点
で
、「
ス
カ
パ

ー
！
」
を
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
外

国
語
放
送
が
営
業
し

て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

系
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
、

ス
ペ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
中
国
系
が
香
港

発
を
加
え
て
合
計
５

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
そ
れ

に
韓
国
系
３
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
系
２
の
合
計

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ

る
。

そ
の
後
、
多
少
の
曲
折
を
経
て
、
09

年
８
月
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
系
２
、
中
国

系
５
、
韓
国
系
３
の
合
計
10
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
営
業
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
10
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
な
か
に

は
、
例
え
ば
Ｉ
Ｐ
Ｃ
の
グ
ロ
ー
ボ
（
ブ

ラ
ジ
ル
系
）
や
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
大
富
（
中
国

系
）
の
よ
う
に
、
自
社
で
制
作
し
た
、

ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
と
す
る
自

主
制
作
番
組
を
挿
入
す
る
な
ど
、
奮
闘

し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
少
は
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
出
自
国
か
ら
買
い
つ
け
た

番
組
の
再
放
送
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
エ

ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

は
、
ま
る
で
出
自
国
に
い
る
か
の
よ
う

な
気
分
で
、
テ
レ
ビ
視
聴
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
わ
け
だ
。

実
際
、
母
語
の
印
刷
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

メ
デ
ィ
ア
を
読
み
、
母
語
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
母
語
で
家
族
・

友
人
と
話
し
、
余
暇
時
間
は
母
国
か
ら

の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
過
ご
す
、
と
い

う
日
常
行
動
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
こ
と
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

個
人
の
発
想
の
枠
組
み
の
形
成
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
情
報
環
境
が
、
出
自

国
と
直
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
情
報
環
境
が
出
自
国
化
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印 刷メディアで使用される言語とおおよそのタイト
ル数を、外国籍人口の多い順に見てみよう。最大

集団は65万5000人を数える中国人。彼らを主たる受
け手とする中国語（繁体字、簡体字）の新聞・雑誌が約50
紙誌。次に多いコリアン（韓国・朝鮮籍）は、06年末の
統計までずっと最大の在日外国人集団だったが、07年
末の統計から2位になった。彼らを対象とするコリア語
（韓国・朝鮮語）メディアは約30紙誌。第3位の集団が
ブラジル籍で31万3000人。彼らに向けてつくられて
いるポルトガル語のメディアは約40紙誌。以上の三者
が圧倒的なシェアを誇る。
コリアン向けのメディアが相対的に少ないのは、在日
コリアンのなかで、第二次世界大戦前に来日したオー
ルドタイマー（「旧来外国人」）は、すでに二世、三世の
時代に入り、その多くが朝日・毎日・読売などの一般メ
ディアを利用しているからである。さらに、コリアンの

文化やアイデンティティの継承に目覚めた層は本文（53
ページ）で言及した『月刊イオ』のような日本語によるオ
ールドタイマー向けメディアの読者となることもある。
なお、ブラジル人向けメディアは08年以降タイトル
数や部数が減少している。不況によって職を失う者も
多く、読者が減り、さらに、広告欄の主役だった求人広
告が激減したためである。
外国人登録者数第4位はフィリピン籍約20万人であ
る。彼ら向けの新聞・雑誌は数年前まで10紙誌近くあ
ったが、現在『カイビガン』をはじめ数紙しか残ってい
ない。フィリピン系はタイ系などと並んで女性の比率が
高いのが特徴で、フィリピン系の4分の1以上が日本人
男性と家庭を営んでいるといわれる。こうした傾向から、
フィリピン系のエスニック・メディアは国際結婚家族を
念頭においた編集をしてきたという特色を持つ。
これら4言語以外には、スペイン語、フランス語、マ
レー語、ベトナム語、インドネシア語、タイ語、インド語
（ヒンドゥー）、ミャンマー語（ビルマ語）などのメディア
がある。それぞれ数タイトルずつ発行されている。
ほかにネパール語やベンガル語、ペルシャ語、アラビ
ア語など、南アジア系や中東系も不定期だが5タイトル
以上が出ているとみられる。これらの言語に加え、オー
ルドタイマーや「日本人」を対象に日本語が用いられ、
英語圏や複数民族対象に英語が用いられる。なお、『ア
イヌタイムズ』ではアイヌ語が用いられている。

で見るエスニック・メディア
印刷メディアの言語とタイトル数

数

ブラジル人向け『Alternativa』編集長トバセ氏　　



し
、
人
び
と
が
あ
た
か
も
出
自
国
に
い

る
か
の
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
を
「
心

理
的
エ
ン
ク
レ
イ
ブ
化
」
と
呼
ん
で
い

る
（
エ
ン
ク
レ
イ
ブ
と
は
元
来
は
飛
び
領

土
の
こ
と
）。
昨
今
は
こ
の
心
理
的
エ

ン
ク
レ
イ
ブ
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
の

で
あ
る
。
現
代
で
は
「
住
民
が
と
も
に

社
会
を
つ
く
る
」
と
い
う
気
構
え
が
求

め
ら
れ
る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア

の
な
か
に
は
日
本
語
欄
を
併
設
す
る
な

ど
、
多
文
化
共
生
、
異
文
化
間
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
に
努
め
る
メ

デ
ィ
ア
も
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い

と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
地
域

の
人
び
と
と
連
帯
し
て
、
同

胞
の
エ
ン
ク
レ
イ
ブ
化
を
防

ぐ
努
力
を
続
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

多
言
語
併
設
が
同
胞
社
会
と
日
本
人
や

他
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
を
繋
ぐ

筆
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
日
本
語
併

記
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
。
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
の
側
で
あ
る
日
本
人
や
他
の
エ

ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
同
胞
社
会
を
繋
ぐ
意

味
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ

る
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
は「
集
団

間
的
機
能
」
を
発
揮
し
て
こ
そ
現
住
社

会
で
存
在
感
が
増
す
。
だ
が
日
本
語
欄

を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
は
い
っ
こ
う
に
増
え

な
い
。
日
本
語
欄
を
持
つ
と
相
対
的
に

費
用
が
嵩か

さ

む
こ
と
も
あ
り
、
二
言
語
併

設
を
手
控
え
る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
健

闘
し
て
い
る
多
言
語

併
設
メ
デ
ィ
ア
の
例
を

示
す
と
、
先
述
の『
関

西
華
文
時
報
』（
中
国

語
・
日
本
語
）
の
ほ
か
、

『
中
日
新
報
』『
留
学
生

新
聞
』『
台
湾
報
』（
い

ず
れ
も
中
国
語
・
日
本

語
）、『K

A
IBIGA

N

』

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
タ
ガ
ロ

グ
・
日
本
語
・
英
語
）、

『M
alaysia

T
im
es

』（
マ
レ
ー
語
・
日

本
語
）、『SH

W
E
BA
M
A
R

』（
ミ
ャ

ン
マ
ー
語
・
日
本
語
）、『M

aitreyi
India

』（
イ
ン
ド
語
ヒ
ン
デ
ィ
ー
・
日
本

語
・
英
語
）、『SU

M
A
I
T
IM
E
S

』

（
タ
イ
語
・
日
本
語
）、『GIA

O
LU

’U

』

（
ベ
ト
ナ
ム
語
・
日
本
語
）、『K

M
C

』（
フ

ィ
リ
ピ
ン
語
タ
ガ
ロ
グ
・
英
語
・
日
本
語
）

な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
最
近
筆
者
が
行
な
っ
た
在
日

外
国
人
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
関
す
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
定
以

上
の
学
歴
を
有
す
る
新
来
外
国
人
の
場

合
、
印
刷
媒
体
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ

ィ
ア
に
頼
る
人
は
大
幅
に
減
少
し
、
多

く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
情
報
に

頼
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
驚
く

の
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
が
得

意
と
す
る
国
内
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の

出
来
事
で
す
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
メ

ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
知
る
と
い
う

人
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
う
な
る
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ

ア
は
、
同
胞
社
会
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
求
人
情
報
、
商
品

や
企
画
の
広
告
、
地
元
の
ビ
ジ
ネ
ス
の

詳
細
な
広
告
の
ほ
か
、
各
地
の
同
胞
社

会
の
動
向
を
伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情

報
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
き
め

細
か
な
記
事
つ
く
り
に
活
路
を
見
出
す

し
か
な
い
。
だ
が
実
際
は
、
一
部
の
例

を
除
き
、
地
方
の
通
信
員
の
数
を
減
ら

し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

在
日
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
も

う
一
つ
の
課
題
は
「
連
携
」
で
あ
る
。

同
胞
社
会
内
部
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ

ィ
ア
同
士
の
連
携
も
進
ん
で
い
な
い
。

だ
が
、
明
る
い
兆き

ざ

し
も
あ
る
。
在
日
中

国
人
社
会
の
架
橋
者
で
あ
る
段
躍
中
氏

（『
日
本
僑
報
』
発
行
人
）
は
、
同
胞
の

連
帯
を
訴
え
日
本
人
社
会
と
の
意
思
疎

通
を
は
か
る
べ
く
10
年
以
上
孤
軍
奮
闘

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
池
昌
氏
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
在
日
外
国
人
情
報
セ
ン
タ

ー
」
を
立
ち
上
げ
、
東
京
都
と
協
力
し

て
在
日
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
の
組

織
化
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
架
橋
的
役
割
を
担
う
人
が

増
え
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
メ
デ
ィ
ア
が
連

携
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
は
小
さ
く

と
も
大
き
な
力
と
な
ろ
う
。
延ひ

い
て
は
、

そ
れ
が
現
住
国
（
日
本
）
を
多
民
族
多

文
化
共
生
社
会
へ
と
導
く
こ
と
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。a55

国境を越える人々と国家の関係特集

〈右〉在日外国人情報センター代表の小池昌氏
〈左〉同センターには在日エスニック・メディ
アが数多く集められている




